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協
同
組
合
間
連
携
に
よ
り
、

農
業
や
食
の
大
切
さ
、
協
同

組
合
組
織
の
果
た
す
役
割
な

ど
を
広
く
地
域
住
民
に
伝
え

た
。優

し
く
穏
や
か
な
性
格
の

山
口
組
合
長
は
、
多
く
の
人

に
親
し
ま
れ
て
き
た
半
面


自
身
の
信
念
を
貫
く
剛
直
さ

と
気
骨
が
あ
り
、
組
合
員
か

ら
強
い
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て

い
た
。

積
す
る
中
で
協
同
組
合
運
動

を
実
践
し
た
。

年
に
は
福

島
県
の
Ｊ
Ａ
東
西
し
ら
か

わ
、
福
岡
県
の
Ｊ
Ａ
に
じ
と

「
友
好
Ｊ
Ａ
協
定
」
「
災
害

時
相
互
支
援
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
。

年
３
月
に

は
生
活
協
同
組
合
パ
ル
シ
ス

テ
ム
神
奈
川
と
「
事
業
連
携

を
通
じ
た
地
域
振
興
・
地
域

貢
献
に
関
す
る
包
括
協
定
」

を
結
ん
だ
。
Ｊ
Ａ
間
連
携
や

り
代
表
理
事
組
合
長
を
務

め
、
Ｊ
Ａ
は
だ
の
の
発
展
や

秦
野
市
の
農
業
振
興
に
寄
与

し
た
。

組
合
長
就
任
後
は
、
政
府

が
進
め
る
農
協
改
革
の
も

と
、
Ｊ
Ａ
は
だ
の
代
表
と
し

て
か
じ
を
取
り
、
難
問
が
山

山
口
組
合
長
は
、
１
９
４

９
年

月
６
日
、
菩
提
の
生

ま
れ
。

年
に
Ｊ
Ａ
は
だ
の

に
入
組
し
、

年
間
職
員
と

し
て
勤
務
し
た
。
２
０
０
６

年
に
常
務
理
事
に
就
任
、


年
に
は
専
務
理
事
と
な
り
、


年
か
ら
は
約
６
年
に
わ
た

山
口
政
雄
組
合
長
が


日
、

歳
で
亡
く
な
り
、


日
に
親
族
に
よ
る
葬
儀
が
行

わ
れ
た
。
Ｊ
Ａ
は
だ
の
と
山

口
家
の
合
同
葬
は
、
３
月
６

日
（
土
）
午
後
１
時

分
か

ら
、
Ｊ
Ａ
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
は
だ
の
で
執
り
行
う
。

の
所
有
者
に
働
き
掛
け
て
い

く
方
針
だ
。

と
連
携
し
て
、
ま
だ
申
請
を

済
ま
せ
て
い
な
い
生
産
緑
地


年
度
分
の
申
請
受
け
付

け
期
間
に
は
、
各
支
所
・
支

店
が
指
定
手
続
き
に
関
す
る

提
出
書
類
を
事
前
に
確
認
す

る
仕
組
み
を
用
意
。
職
員
が

記
入
箇
所
や
必
要
書
類
に
不

備
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、

市
へ
の
書
類
提
出
が
一
度
で

完
結
す
る
よ
う
組
合
員
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
。

今
後
、
秦
野
市
で
は

年

夏
と

年
春
ご
ろ
に
そ
れ
ぞ

れ
申
請
を
受
け
付
け
る
予

定
。
Ｊ
Ａ
は
農
産
物
供
給
や

環
境
保
全
な
ど
の
機
能
を
持

ち
合
わ
せ
る
農
地
を
引
き
続

き
守
っ
て
も
ら
う
た
め
、
市

の
う
ち
の
大
多
数
が
特
定
生

産
緑
地
へ
の
移
行
を
決
め
て

い
る
。

Ｊ
Ａ
は
、
都
市
農
業
の
振

興
に
必
要
不
可
欠
な
農
地
の

保
全
に
取
り
組
む
た
め
、
指

定
申
請
の
支
援
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
早
い
段
階
か
ら
機

関
紙｢

Ｊ
Ａ
は
だ
の｣

な
ど
で

組
合
員
に
周
知
し
た
他

市

ま
ち
づ
く
り
計
画
課
と
連
携

し

申
請
手
続
き
に
関
し
て

も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
構

築

各
担
当
部
署
間
で
情
報

を
共
有
し

指
定
手
続
き
を

は
じ
め

土
地
利
用
な
ど
の

各
種
相
談
に
応
じ
て
い
る


象
者
は
約
４
２
０
人
に
上

る
。
昨
年

、

月
に
行
っ

た

年
度
分
の
申
請
受
け
付

け
で
、
約
半
数
の
２
０
０
人

ほ
ど
が
手
続
き
を
終
え
、
そ

市
内
で
生
産
緑
地
の
当
初

指
定
（
１
９
９
２
年
）
と
な

っ
て
い
る
農
地
は
５
７
１
カ

所
、

・
４
㌶
。

年
で
指

定
か
ら

年
を
経
過
す
る
対

を
移
し
、
多
く
の
利
用
者
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き

た
。近

年
は
、
介
護
者
の
ニ
ー

ズ
が
訪
問
介
護
か
ら
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
施
設
へ
の
入
所

な
ど
に
移
り
変
わ
り
、
利
用

者
が
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。

加
え
て
、
訪
問
介
護
員
の
高

齢
化
・
従
事
者
不
足
な
ど
の

課
題
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、
廃
止
が
決

ま
っ
た
。

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
を

受
け
「
Ｊ
Ａ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
は
だ
の
」
が
、
２

月
１
日
か
ら
新
た
に
居
宅
介

護
支
援
事
業
を
ス
タ
ー
ト
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
を
引

き
継
い
で
行
っ
て
い
る
。

介
護
に
関
す
る
相
談
や
問

い
合
わ
せ
は
、
生
活
福
祉
課

☎

－
７
６
６
１
、
ま
た
は

Ｊ
Ａ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
は
だ
の
☎

－
５
１
７
７

ま
で
。

に
関
す
る
手
続
き
の
代
行
な

ど
を
行
う
「
居
宅
介
護
支
援

事
業
」
の
二
つ
の
事
業
を
進

め
て
き
た
。


年
に
は
本
町
の
さ
わ
や

か
館
に
、

年
に
は
Ｊ
Ａ
神

奈
川
県
厚
生
連
が
運
営
す
る

「
Ｊ
Ａ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
は
だ
の
」
内
に
事
務
所

負
担
軽
減
を
目
的
に
開
設
。

利
用
者
の
自
宅
で
入
浴
や
食

事
な
ど
を
介
助
す
る
「
訪
問

介
護
事
業
」
と
、
本
人
や
家

族
の
希
望
を
把
握
し
、
ケ
ア

プ
ラ
ン
の
作
成
や
介
護
保
険

る
。ケ

ア
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０

０
０
年
４
月
に
本
所
農
業
団

地
セ
ン
タ
ー
で
発
足
し
た
。

高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
の

長
年
に
わ
た
り
、
組
合
員

や
利
用
者
の
介
護
支
援
に
携

わ
っ
て
き
た
「
Ｊ
Ａ
は
だ
の

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
、
２
０

２
１
年
２
月
末
日
で
廃
止
す

課
税
を
軽
減
す
る
制
度
。
本

来
宅
地
並
み
と
な
る
固
定
資

産
税
が
、
生
産
緑
地
に
指
定

す
る
こ
と
で
農
地
並
み
に
軽

減
さ
れ
る
も
の
。
相
続
税
の

納
税
猶
予
も
利
用
で
き
る
。

市
街
化
区
域
内
の
農
地
に

対
し
、

年
ま
た
は
負
傷
な

ど
で
営
農
で
き
な
く
な
る
ま

で
の
転
用
制
限
を
条
件
に
、

で
の
対
応
で
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
用
件
の
あ
る
方
は
、
各

支
所
・
支
店
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

て
い
た
だ
き
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
健
康

や
安
全
を
第
一
に
考
え
た
上

訪
問
方
法
を
簡
略
化
し
、
機

関
紙
「
Ｊ
Ａ
は
だ
の
」
の
ポ

ス
ト
投
函
で
の
対
応
と
さ
せ

２
月
の
組
合
員
訪
問
日

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め

５
時
ま
で
営
業
し
ま
す
。

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
経
済

課
ま
で
。
☎

－
７
７
１
７

４
月
１
日
（
木
）
か
ら
、

東
・
西
給
油
所
の
営
業
時
間

を
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
に
変
更
し
ま
す
。

な
お
、
大
根
・
北
・
上
支

所
の
給
油
所
は
、
今
ま
で
通

り
午
前
８
時

分
か
ら
午
後

税
制
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
生
産
緑
地

の
当
初
指
定
か
ら
、

年
が
経
過
す
る
２
０
２
２
年
。

引
き
続
き
、
同
措
置
の
対
応
を
受
け
る
た
め
に
は
特
定

生
産
緑
地
へ
の
指
定
手
続
き
が
必
要
だ
。
指
定
か
ら


年
を
過
ぎ
る
と
移
行
で
き
な
く
な
る
他
、
生
産
緑
地
を

継
続
す
る
か
否
か
は
多
角
的
な
判
断
が
重
要
に
な
る
た

め
、
Ｊ
Ａ
は

年
を
重
点
期
間
と
位
置
付
け
、
対
象
の

農
地
を
所
有
す
る
組
合
員
に
対
し
て
、
早
期
に
対
応
す

る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
感
染

防
止
へ
簡
略
化

２
月
訪
問
日
は
ポ
ス
ト
投
函

コ
ロ
ナ
感
染

防
止
へ
簡
略
化

２
月
訪
問
日
は
ポ
ス
ト
投
函

コ
ロ
ナ
感
染

防
止
へ
簡
略
化

東･

西
給
油
所
の
営
業
時
間
を
変
更

東･

西
給
油
所
の
営
業
時
間
を
変
更

午前９時～
午後６時に
４月１日(木)から

特定生産緑地へ移行を
農業振興に農地保全は不可欠


年
は
重
点
期
間

働
き
掛
け
強
化

生
産
緑
地

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
廃
止
に



年

の

歴
史
に
幕

追
悼

山
口
政
雄
組
合
長
逝
く

生
産
緑
地
の
指
定
を
受
け
て
い
る
農
地

秦
野
の
農
産
物
の
お
い
し
さ
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
農
業
・
商
業
の
両
分
野

で
若
手
が
活
躍
。
農
家
と
飲
食
店
な
ど
が
手
を

取
り
合
っ
て
い
る
。

今月の特集
４～５面

若
手
が
農
産
物
の
魅
力
伝
え
る

さわやか館にあったケアセンター事務所（2002年撮影）

Ｊ Ａ は だ の 第号（） 年(令和３年)月日(金曜日) (://-/)
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大
切
な
人
に
花
を
贈
っ
て


。
秦
野
市
は
、
県

内
有
数
の
花
の
産
地
。
生
産
者
は
毎
年
こ
の
時
期

に
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
や
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
に
合
わ

せ
て
、
出
荷
作
業
に
励
む
。

三
杉
さ
ん
は
「
関
わ
っ
た

方
々
の
協
力
の
お
か
げ
で
、

素
晴
ら
し
い

賞
を
い
た
だ

け
て
光
栄
に

思
う
。
豊
か

な
湧
水
や
自

然
環
境
は
郷

土
の
宝
な
の

で
、
今
後
も

地
域
で
協
力

し
て
守
り
、

引
き
継
ぎ
、

育
て
て
い
き

た
い
」
と
笑

顔

を

見

せ

た
。

守
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
高

く
評
価
さ
れ
た
。

２
０
１
２
年
に
同
組
合
を
立

ち
上
げ
て
区
画
整
理
に
乗
り

出
し
た
。
Ｊ
Ａ
は
だ
の
も
事

務
局
と
し
て
、
同
組
合
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
荒
廃

し
て
い
た
田
畑
の
土
地
区
画

整
理
を
同
組
合
の
メ
ン
バ
ー

が
協
同
で
行
っ
た
こ
と
や
、

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て

い
る
同
公
園
を
地
域
一
体
で

と
な
り
、
諏
訪
町
自
治
会
が

応
募
し
た
。

同
地
区
は
、
か
つ
て
３
・

２
㌶
ほ
ど
の
田
畑
が
広
が
っ

て
い
た
が
、
耕
作
放
棄
地
が

増
え
、
荒
廃
が
進
ん
で
い

た
。
三
杉
さ
ん
は
「
駅
か
ら

近
く
豊
か
な
湧
水
に
恵
ま
れ

て
い
る
土
地
な
の
で
、
価
値

を
高
め
て
次
世
代
に
受
け
継

い
で
い
き
た
い
」
と
考
え
、

今
泉
あ
ら
い
湧
水
公
園
周

辺
地
区
が
「
第

回
住
ま
い

の
ま
ち
な
み
コ
ン
ク
ー
ル
」

（
ま
ち
づ
く
り
月
間
全
国
的

行
事
実
行
委
員
会
な
ど
主

催
）
で
最
優
秀
の
国
土
交
通

大
臣
賞
に
輝
い
た
。
区
画
整

理
を
行
っ
た
「
秦
野
市
秦
野

駅
南
部
（
今
泉
荒
井
）
区
画

整
理
組
合
」
の
理
事
長
を
務

め
た
三
杉
克
篤
さ
ん
が
中
心

目
を
集
め
て
い
る
。
今
期
は

日
照
時
間
に
恵
ま
れ
、
全
体

的
に
品
質
は
上
々
だ
。

同
店
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
の
か
ん
き
つ
を
試
し
て
、

自
分
の
好
み
の
味
を
見
つ
け

て
ほ
し
い｣

と
話
し
て
い
る


と
が
で
き
、
免
疫
力
ア
ッ
プ

に
も
効
果
が
期
待
さ
れ
る
た

め
、
多
く
の
来
店
者
か
ら
注

ミ
カ
ン
、
ポ
ン
カ
ン
、
ネ

ー
ブ
ル
オ
レ
ン
ジ
な
ど

種

類
豊
富
な
秦
野
産
か
ん
き
つ

が
じ
ば
さ
ん
ず
で
人
気
だ
。

か
ん
き
つ
類
に
は
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い

る
た
め
、
肌
荒
れ
や
風
邪
予

防
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
手
軽
に
食
べ
る
こ

っ
か
け
に
家
に
も
飾
り
、
花

が
あ
る
生
活
を
楽
し
ん
で
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。

成
田
部
長
は
「
花
を
贈
っ

て
日
頃
の
感
謝
を
伝
え
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
贈
り
物
を
き

ー
」
に
も
花
を
贈
る
文
化
の

定
着
を
図
っ
て
い
る
。

バ
ラ
の
花
言
葉
は
「
愛｣



大
切
な
人
に
日
頃
の
感
謝
や

気
持
ち
を
伝
え
る
の
に
ぴ
っ

た
り
だ
。
最
近
で
は
フ
ラ
ワ

ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
贈
る
花

が
多
様
化
し
、
カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
も
人
気
を
集
め
て

い
る
。

海
外
で
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
に
男
性
が
女
性
へ
バ
ラ
を

贈
る
習
慣
を
日
本
で
も
取
り

入
れ
よ
う
と
、
２
０
１
１
年

に
（
一
社
）
花
の
国
日
本
協

議
会
が
制
定
し
た
「
フ
ラ
ワ

ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン
」
。
１
月


日
の
「
愛
妻
の
日
」
や
、

３
月

日
の
「
ホ
ワ
イ
ト
デ

し
て
育
て
た
バ
ラ
は
、
厚
木

市
や
東
京
都
の
市
場
に
出
荷

す
る
他
、
じ
ば
さ
ん
ず
な
ど

で
も
販
売
し
て
い
る
。

花
き
部
会
バ
ラ
部
の
成
田

洋
部
長
は
、
約

㌃
の
ハ
ウ

ス
で
、
赤
や
白
を
中
心
に
７

品
種
の
バ
ラ
を
栽
培
。
丹
精


堀
山
下
で
露
地
野
菜
を

栽
培
す
る
山
口
哲
治
さ

ん
。
農
業
に
励
む
父
の
姿

を
見
て
育
ち
、
会
社
勤
め

を

年
経
験
し
た
後
、
自

分
の
考
え
で
自
由
に
仕
事

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

農
業
に
魅
力
を
感
じ
て
２

０
１
３
年
に
就
農
し
た
。

就
農
当
初
は
、
栽
培
管

理
な
ど
を
父
や
近
所
の
農

家
に
教
わ
り
な
が
ら
、
試

行
錯
誤
を
続
け
て
ノ
ウ
ハ

ウ
を
積
み
上
げ
て
き
た
。

現
在
は
父
と
共
に
、
約
１

㌶
の
畑
で
サ
ト
イ
モ
や
ヤ

ー
コ
ン
、
ダ
イ
コ
ン
な
ど

年
間

品
目
以
上
の
野
菜

を
栽
培
。
出
荷
先
の
一
つ

で
あ
る
じ
ば
さ
ん
ず
で

は
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を

直
接
聞
き
取
り
、
同
じ
品

目
で
も
甘
さ
が
強
い
も

の
、
控
え
め
な
も
の
な

ど
、
味
の
異
な
る
品
種
を

取
り
入
れ
て
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
い
る
。

農
業
に
励
み
な
が
ら
、

所
属
す
る
青
年
部
の
活
動

に
も
積
極
的
に
参
加
。
山

口
さ
ん
は
現
在
、
同
部
の

委
員
長
を
務
め
て
い
る
。

感
染
症
の
影
響
で
ほ
と
ん

ど
の
行
事
が
中
止
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
同
部
の

イ
ベ
ン
ト
「
ユ
ー
ス
マ
ル

シ
ェ
」
で
は
、
部
員
と
協

力
し
て
じ
ば
さ
ん
ず
で
野

菜
の
対
面
販
売
を
し
た

り
、
収
穫
体
験
の
場
を
提

供
し
た
り
し
て
、
多
く
の

人
に
秦
野
の
農
業
を
Ｐ
Ｒ

し
て
き
た
。
「
消
費
者
と

直
接
交
流
す
る
こ
と
が
楽

し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
。
野
菜
を
食
べ
た
人
の

感
想
や
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
積
極
的
に
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。今

後
に
つ
い
て｢

青
年

部
の
仲
間
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
、
状
況
を
見
て

少
し
ず
つ
活
動
を
再
開
さ

せ
て
い
き
た
い
。
こ
れ
ま

で
経
験
し
て
き
た
こ
と
を

生
か
し
て
、
就
農
を
志
す

人
の
手
助
け
も
し
て
い
け

た
ら
」
と
意
気
込
む
。

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
い

堀山下の

山口
や ま ぐ ち

哲治
て つ じ

さん(41)

最近は家の中

で過ごす時間が

多くなったか

ら、何か家で楽

しめるものはないかな？

それならＪＡ

共済の「お役立

ちコンテンツ」

があるわよ。

「お役立ちコ

ンテンツ」って

なあに？ 詳し

く教えて。

新型コロナウ

イルス感染症の

影響でおうち時

間が増えている

中、快適・健康に過ごし

てもらうとともに、子ど

もたちに楽しく交通ルー

ルを学んでもらう取り組

みなの。健康づくりの料

理レシピや交通安全学習

など、おうち時間を充実

させるコンテンツをたく

さん掲載しているのよ。

インターネットで「ＪＡ

共済 お役立ちコンテン

ツ」と検索すると見るこ

とができるわ。

面白そうだ

ね、さっそく見

てみようかな。

教えてくれてあ

りがとう、やえのちゃ

ん。

お
う
ち
時
間
に｢

コ
ン
テ
ン
ツ｣

大切な人へ秦野の花大切な人へ秦野の花
バラで｢愛｣と｢感謝｣をバラで｢愛｣と｢感謝｣を

贈
り
物
き
っ
か
け
に
家
で
も

成田さんが丹精して育てたバラ

じばさんずに並ぶ秦野産かんきつ

緑
の
ま
ち
づ
く
り
で
大
臣
賞

今
泉
あ
ら
い
湧
水
公
園
周
辺
地
区

意
欲
的
な
区
画
整
理
が
評
価

好
み
の
味
を
探
そ
う

か
ん
き
つ
類
じ
ば
さ
ん
ず
で
人
気

今
泉
あ
ら
い
湧
水
公
園
周
辺
の
区
画
整
理
に
尽

力
し
た
三
杉
さ
ん

Ｊ Ａ は だ の第号 年(令和３年)月日(金曜日) （）(://-/)
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挙
げ
た
こ
と
や
、
適
切
な
お

り
の
管
理
な
ど
が
高
く
評
価

さ
れ
た
。

近
藤
さ
ん
は
「
獣
害
に
よ

り
耕
作
意
欲
が
低
下
し
て
、

荒
廃
農
地
が
増
え
て
い
る
現

状
を
ど
う
に
か
打
開
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
強
い
気
持

ち
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
き

た
の
で
、
表
彰
し
て
も
ら
え

て
う
れ
し
い
」
と
話
し
た
。

大
型
動
物
を
捕
獲
し
た
西
田

原
の
近
藤
信
一
さ
ん
に
、
感

謝
状
と
記
念
品
を
贈
っ
た
。

近
藤
さ
ん
は
、
自
身
が
管

理
す
る
捕
獲
お
り
で
ニ
ホ
ン

ジ
カ
１
頭
、
イ
ノ
シ
シ
９
頭

の
合
計

頭
を
捕
獲
。
市
内

で
最
多
と
な
る
捕
獲
実
績
を

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
は
９
日
、
本
所
で

「
捕
獲
檻
実
績
表
彰
式
」
を

開
い
た
。
お
り
の
管
理
を
徹

底
し
、
野
生
動
物
に
よ
る
農

産
物
へ
の
被
害
対
策
に
尽
力

し
た
農
家
を
表
彰
す
る
も

の
。
今
年
度
、
最
も
多
く
の

倍
に
増
や
し
た
。

同
団
体
の
小
池
勉
代
表
ら

は
昨
年
、

本
の
桜
の
栽
培

に
挑
戦
。
今
回
は
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
集
ま

っ
た
支
援
金
で
、
八
重
桜
の

苗
木
を
購
入
。
遊
休
農
地
と

な
っ
て
い
た
畑

㌃
を
整
備

し
、
準
備
を
進
め
て
き
た
。

当
日
は
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
用

の
支
柱
に
張
っ
た
番
線
に
沿

っ
て
等
間
隔
に
穴
を
掘
り
、

苗
木
を
植
え
た
。
畑
の
横
に

は
、
支
援
者
の
名
前
を
刻
ん

だ
記
念
碑
を
建
て
た
。

小
池
代
表
は
「
八
重
桜
は

市
を
代
表
す
る
特
産
物
の
一

つ
な
の
で
、
地
域
の
方
々
と

協
力
し
な
が
ら
栽
培
の
輪
を

広
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

ル
ド
・
フ
ォ
ー･

シ
チ
ズ
ン｣

の
メ
ン
バ
ー
や
農
家
ら

人

が
１
月

日
、
柳
川
で
八
重

桜
の
苗
木
３
０
０
本
を
植
え

付
け
た
。
木
と
木
を
つ
な
い

で
低
樹
高
化
す
る
「
樹
体
ジ

ョ
イ
ン
ト
仕
立
て
」
を
八
重

桜
で
活
用
す
る
全
国
初
の
試

み
で
、
本
数
を
昨
年
の
約


農
業
で
地
域
お
こ
し
に
取

り
組
む
任
意
団
体
「
フ
ィ
ー

培
し
た
落
花
生
「
改
良
半

立
」
を
出
荷
者
に
提
供
し
、

共
に
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
品
を

考
案
。
こ
れ
ま
で
に
、
赤
飯

や
酢
漬
け
、
か
り
ん
と
う
な

ど
の
加
工
品
を
販
売
し
て
き

た
。

落
花
生
の
加
工
品
開
発
は
、

２
０
１
８
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
。
同
課
が
市
内
の
畑
で
栽

じ
ば
さ
ん
ず
で
、
市
の
特

産
で
あ
る
落
花
生
の
加
工
品

が
来
店
者
か
ら
人
気
を
集
め

て
い
る
。
加
工
品
を
製
造
・

販
売
す
る
農
家
と
、
加
工
品

を
担
当
す
る
生
活
福
祉
課
が

連
携
。
今
年
は
新
た
に
ス
コ

ー
ン
、
マ
カ
ロ
ン
、
ク
ッ
キ

ー
の
３
種
類
を
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
し
、
秦
野
産
落
花
生
の
お

い
し
さ
を
幅
広
い
世
代
に
伝

え
て
い
る
。

農
家
と
Ｊ
Ａ
が
連
携
す
る

カ
所
の
畑
に
分
か
れ
、
手
分

け
し
て
作
業
し
た
。
支
柱
を

地
中

㌢
ほ
ど
の
深
さ
に
ハ

ン
マ
ー
で
打
ち
込
み
、
電
線

を
５
段
階
の
高
さ
で
張
り
巡

ら
せ
た
。
そ

の
他
、
電
気

柵
を
取
り
扱

う
メ
ー
カ
ー

の

担

当

者

が
、
電
流
が

循
環
し
や
す

い
よ
う
に
各

電
線
を
縦
に

繋
げ
る
「
渡

り
線
」
を
約

１
０
０
㍍
間

隔
で
設
置
す

る
こ
と
な
ど

を
呼
び
掛
け

た
。

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
ら

人
が
参
加

し
た
。

参
加
者
は
、
電
気
柵
の
設

置
方
法
を
確
認
し
た
後
に
３

害
獣
侵
入
防
ぐ

電
気
柵
を
設
置

堀
山
下
地
区

堀
山
下
地
区
の
生
産
組
合

が

日
、
地
区
内
の
畑
に
電

気
柵
を
設
置
し
た
。
鹿
や
イ

ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
農
作
物

へ
の
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
目

的
。
地
元
農
家
の
他
、
県
や

農
福
連
携
で

関
係
者
が
交
流

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
と
市
社
会
福
祉
協
議

会
は

日
、
秦
野
市
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
農
福
連
携
支

援
事
業
「
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場

づ
く
り
」
を
行
っ
た
。
農
家

や
Ｊ
Ａ
職
員
ら
合
計

人
が

参
加
し
、
農
福
連
携
の
事
例

を
学
ん
だ
他
、
福
祉
関
係
者

と
交
流
し
た
。

農
福
連
携
は
、
農
業
の
担

い
手
確
保
と
障
害
の
あ
る
人

の
就
労
支
援
に
つ
な
げ
よ
う

と
、
セ
ン
タ
ー
が
県
や
市
、

市
社
協
と
連
携
し
て
進
め
て

い
る
も
の
。

社
会
福
祉
法
人
の
代
表
者

が
、
農
福
連
携
の
事
例
を
紹

介
。
障
害
の
あ
る
人
が
働
き

や
す
い
よ
う
に
、
作
業
内
容

を
細
か
く
分
け
、
携
わ
れ
る

作
業
を
〝
切
り
出
す
〟
必
要

が
あ
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し

た
。
そ
の
後
、
農
業
と
福
祉

の
関
係
者
が
班
に
分
か
れ
、

互
い
に
課
題
や
現
状
な
ど
を

話
し
合
っ
た
。

の
状
況
や
、
Ｊ
Ａ
が
市
と
連

携
し
て
相
談
体
制
を
確
立
し

た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
た
。

資
産
運
用
部
会
は
１
日
、

本
所
で
常
勤
理
事
と
の
話
し

合
い
の
場
を
設
け
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防

止
の
た
め
、
検
温
や
手
指
の

消
毒
、
室
内
の
換
気
を
徹
底

し
た
上
で
実
施
。
部
会
員
や

常
勤
役
員
ら

人
が
出
席

し
、
都
市
計
画
税
と
特
定
生

産
緑
地
制
度
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。

両
者
は
、
市
に
要
請
し
続

け
て
い
る
都
市
計
画
税
の
軽

減
に
つ
い
て
、
市
の
税
収
の

現
状
や
近
隣
市
町
の
税
率
を

挙
げ
な
が
ら
意
見
を
交
換
。

軽
減
に
向
け
て
、
引
き
続
き

市
に
働
き
掛
け
て
い
く
こ
と

で
一
致
し
た
。

さ
ら
に
同
部
会
は
、
特
定

生
産
緑
地
制
度
に
つ
い
て
常

勤
理
事
に
情
報
提
供
を
依

頼
。
市
内
で
の
指
定
手
続
き

な
ど
の
イ
チ
ゴ
を
１
箱
２
０

０
０
円
で
販
売
し
た
。

象
に
購
入
を
呼
び
掛
け
｢

章

姫
」
や
「
お
い
Ｃ
ベ
リ
ー
」

そ
こ
で
農
家
が
Ｊ
Ａ
に
協

力
を
依
頼
。
全
役
職
員
を
対

る
園
で
も
来
客
数
が
例
年
の

半
分
程
度
と
い
う
状
況
が
続

い
て
い
る
。
量
り
売
り
や
量

販
店
へ
の
出
荷
も
し
て
い
る

が
、
販
売
先
に
限
り
が
あ
る

た
め
、
出
荷
で
き
な
い
大
量

の
イ
チ
ゴ
を
廃
棄
し
て
い

た
。

い
る
観
光
イ
チ
ゴ
園
を
応
援

す
る
取
り
組
み
だ
。

市
内
の
観
光
イ
チ
ゴ
園

は
、
感
染
症
対
策
を
徹
底
し

な
が
ら
開
園
準
備
を
進
め
て

き
た
。
し
か
し
緊
急
事
態
宣

言
な
ど
の
影
響
で
、
開
園
の

見
合
わ
せ
や
、
開
園
し
て
い

チ
ゴ
合
計
１
５
８
箱
（
１
箱

約
１
㌔
入
り)

を
購
入
し
た


新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て

Ｊ
Ａ
は
だ
の
役
職
員
が
１

月

、

日
、
２
月
１
日
の

３
日
間
、
市
内
の
観
光
イ
チ

ゴ
園
を
営
む
農
家
か
ら
、
イ

曲
松
の
洋
菓
子
店
「
パ
テ
ィ

ス
リ
ー

ク
ラ
ベ
リ
ー
ナ｣

が


秦
野
産
か
ん
き
つ
「
湘
南
ゴ
ー

ル
ド
」
と
ほ
う
じ
茶
を
使
っ
た

ケ
ー
キ
の
販
売
を
始
め
た
。
オ

ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
吉
田
伊
織
さ

ん
（

）
が
、
地
元
農
家
の
提

供
す
る
農
産
物
を
使
っ
て
作
り

上
げ
、
洋
菓
子
と
果
樹
と
茶
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
。

丹
精
し
て
育
て
ら
れ
た
農
産
物

の
お
い
し
さ
を
巧
み
な
製
菓
技

術
で
引
き
出
し
、
多
く
の
消
費

者
に
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。

ケ
ー
キ
は｢

湘
南
ゴ
ー
ル
ド｣

を
皮
ご
と
煮
込
ん
で
作
っ
た
ジ

ャ
ム
と
、
ほ
う
じ
茶
を
煮
出
し

て
作
っ
た
濃
厚
な
ク
リ
ー
ム
と

ム
ー
ス
を
層
に
し
て
い
る
｢

湘

南
ゴ
ー
ル
ド
」
の
さ
わ
や
か
な

風
味
や
皮
の
食
感
と
、
ほ
う
じ

茶
の
香
ば
し
さ
が
調
和
し
た
上

品
な
味
わ
い
。

材
料
を
提
供
す
る
の
は
、
か

ん
き
つ
な
ど
を
生
産
す
る
北
矢

名
の
宮
村
真
樹
さ
ん
（
)
と


茶
を
生
産
す
る
菩
提
の
髙
梨
晃

さ
ん
（

）
の
２
人
だ
。
吉
田

さ
ん
は
毎
年
２
、
３
月
に
、
宮

村
さ
ん
か
ら｢

湘
南
ゴ
ー
ル
ド｣

を
仕
入
れ
て
ケ
ー
キ
を
販
売
。

髙
梨
さ
ん
の

茶
は
店
内
に

テ
ィ
ー
バ
ッ

グ
の
販
売
コ

ー
ナ
ー
を
設

け
る
他
、
以

前
作
っ
た
ほ

う
じ
茶
の
ケ

ー
キ
も
来
店

者
に
人
気
が

あ
っ
た
。
茶

は
い
ろ
い
ろ

な
食
材
と
相

性
が
良
い
こ

と
か
ら
、
二

つ
を
合
わ
せ

る
こ
と
を
ひ
ら
め
い
た
。

吉
田
さ
ん
は
「
か
ん
き
つ
や

茶
は
育
て
ら
れ
な
い
が
、
ケ
ー

キ
に
仕
上
げ
る
こ
と
は
で
き

る
。
技
術
を
生
か
し
て
地
域
に

協
力
で
き
れ
ば
」
と
笑
顔
を
見

せ
る
。
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
札
に

は
農
園
の
名
前
を
入
れ
、
生
産

者
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
げ
て
い

る
。
「
丁
寧
に
作
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
地
元
の

農
産
物
を
使
う
の
は
も
ち
ろ

ん
、
旬
の
も
の
を
新
鮮
な
状
態

で
使
う
の
が
こ
だ
わ
り
。
こ
の

ケ
ー
キ
で
秦
野
を
感
じ
て
ほ
し

い
」
と
熱
意
を
見
せ
た
。

ケ
ー
キ
「
湘
南
ゴ
ー
ル
ド
と

ほ
う
じ
茶
」
は
４
１
０
円(

税

込
み
）
で
、
３
月
下
旬
ま
で
販

売
す
る
。

栄
町
で
カ
フ
ェ
「
き
ょ
う
の

お
や
つ
と
コ
ー
ヒ
ー
」
を
営
む

浅
倉
学
さ
ん
（

）
は
、
有
機

栽
培
や
自
然
栽
培
に
取
り
組
む

地
元
の
若
手
農
家
ら
５
人
に
、

野
菜
の
直
売
ス
ペ
ー
ス
を
提
供

し
て
い
る
。
カ
フ
ェ
の
来
店
者

と
農
家
の
懸
け
橋
と
な
る
取
り

組
み
だ
。

浅
倉
さ
ん
は
、
菓
子
作
り
が

得
意
な
妻
の
理
明
さ
ん
（

）

と
共
に
、
２
０
１
９
年
に
店
を

オ
ー
プ
ン
。
で
き
る
だ
け
有
機

栽
培
の
原
料
を
使
い
、
焼
き
菓

子
な
ど
を
販
売
し
て
い
る
。

直
売
ス
ペ
ー
ス
は
、
オ
ー
プ

ン
当
初
か
ら
設
置
し
て
い
る
。

き
っ
か
け
は
、
市
内
で
有
機
栽

培
や
自
然
栽
培
に
取
り
組
む
農

家
が
多
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
専

門
的
に
販
売
し
て
い
る
場
所
が

少
な
か
っ
た
こ
と
。
安
全
・
安

心
な
野
菜
の
魅
力
や
、
地
産
地

消
の
大
切
さ
を
多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
地
元

農
家
を
応
援
し
よ
う
と
い
う
思

い
か
ら
、
提
供
を
始
め
た
。

現
在
野
菜
を
並
べ
て
い
る
の

は
、
カ
フ
ェ
の
仕
入
れ
先
の
農

家
や
、
Ｊ
Ａ
は
だ
の
青
年
部
員

の
他
市
な
ど
が
取
り
組
む｢

は

だ
の
市
民
農
業
塾
」
の
卒
業
生

な
ど
。
ブ
ー
ス
に
は
、
定
番
の

品
目
か
ら
珍
し
い
品
目
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
が
日
替
わ
り

で
並
ぶ
。
来
店
者
か
ら
は
「
有

機
野
菜
が
近
く
で
買
え
る
の
は

う
れ
し
い
」
「
子
ど
も
に
安
心

し
て
食
べ
さ
せ
ら
れ
る
」
と
好

評
だ
。

浅
倉
さ
ん
は
「
農
家
の
方
々

が
丹
精
し
て
育
て
た
野
菜
の
魅

力
を
発
信
す
る
た
め
、
こ
れ
か

ら
も
応
援
を
続
け
て
い
く
」
と

話
し
た
。

東
田
原
に
開
設
さ
れ
た
ば
か

り
の
加
工
所
「
ま
る
き
パ
ン
工

房
」
で
、
桐
生
最
さ
ん
（

）

が
パ
ン
作
り
を
始
め
た
。

日

か
ら
、
田
原
ふ
る
さ
と
公
園
で

直
売
を
ス
タ
ー
ト
。
販
売
開
始

前
に
は
両
親
の
茂
信
さ
ん

（

）
、
な
つ
み
さ
ん
（

）

と
協
力
し
な
が
ら
、
畑
で
育
て

た
野
菜
や
落
花
生
を
材
料
に
、

パ
ン
を
試
作
。
３
月
か
ら
は
、

加
工
所
で
の
直
売
も
始
め
る
。

茂
信
さ
ん
と
な
つ
み
さ
ん

は
、
約

㌃
で

品
目
以
上
の

露
地
野
菜
な
ど
を
栽
培
し
て
い

る
。
も
と
も
と
農
産
加
工
品
に

興
味
が
あ
り
、
な
つ
み
さ
ん
が

「
は
だ
の
市
民
農
業
塾
」
の
加

工
セ
ミ
ナ
ー
コ
ー
ス
を
受
講
し

た
他
、
Ｊ
Ａ
の
加
工
相
談
会
を

利
用
し
、
加
工
所
の

設
置
を
検
討
し
て
き

た
。
貸
家
の
１
棟
を

改
装
し
、
ミ
キ
サ
ー

や
オ
ー
ブ
ン
な
ど
の

設
備
を
そ
ろ
え
て
、

２
月
に
念
願
の
加
工

所
が
完
成
し
た
。

パ
ン
作
り
に
は
、

最
さ
ん
が
パ
ン
店
へ

の
勤
務
で
積
み
重
ね

て
き
た
技
術
が
光

る
。
畑
で
取
れ
た
ニ

ン
ジ
ン
を
ジ
ャ
ム
に

し
た
り
、
落
花
生
あ

ん
を
作
っ
た
り
し
て

農
産
物
を
使
用
。
親

子
で
協
力
し
て
、
農
家
な
ら
で

は
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ン
を
作
っ

て
い
る
。

最
さ
ん
は
「
両
親
が
畑
で
栽

培
し
て
い
る
野
菜
を
中
心
に
使

い
、
季
節
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な

パ
ン
を
開
発
す
る
。
他
の
材
料

も
な
る
べ
く
秦
野
産
を
使
い
、

安
全
・
安
心
な
パ
ン
を
届
け
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

嘉
会
長
と
秦
野
市
役
所
を
訪

れ
、
県
か
ら
認
定
を
受
け
た
こ

と
を
高
橋
昌
和
市
長
に
報
告
し

た
。宮

村
さ
ん
は
「
代
々
受
け
継

が
れ
て
き
た
農
地
を
守
り
、
良

質
な
農
産
物
を
消
費
者
に
届
け

る
た
め
精
進
し
て
い
く
。
今
後

は
就
農
す
る
人
が
増
え
る
よ
う

農
業
を
始
め
る
人
の
サ
ポ
ー
ト

も
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
た
。

に
一
役
買
っ
て
い
る
。


日
に
は
、
同
会
の
山
口
孝

受
け
入
れ
、
後
継
者
の
育
成
に

も
尽
力
。
秦
野
の
農
業
活
性
化

た
。
現
在
は
ミ
カ
ン
や
ネ
ー
ブ

ル
オ
レ
ン
ジ
な
ど
５
品
目
以
上

の
か
ん
き
つ
と
、
小
松
菜
や
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
年
間

品
目

以
上
の
野
菜
を
栽
培
。
か
ん
き

つ
は
国
産
品
の
流
通
が
少
な
い

品
種
の
栽
培
に
も
挑
戦
し
て
い

る
。
昨
年
は
父
と
共
に
、
就
農

を
目
指
す
人
の
研
修
を
初
め
て

洋
菓
子
店
に
か
ん
き
つ
「
湘

南
ゴ
ー
ル
ド
」
を
提
供
し
て
い

る
宮
村
真
樹
さ
ん
が
、
秦
野
市

農
業
経
営
士
会
に
新
し
く
加
わ

っ
た
書
類
審
査
な
ど
を
経
て


１
月

日
に
黒
岩
祐
治
県
知
事

か
ら
認
定
を
受
け
た
。

宮
村
さ
ん
は
、
短
大
の
農
学

科
を
卒
業
後
、

歳
で
就
農
し

秦野の農産物のおいしさを多くの人

に知ってもらおうと、農業・商業の両

分野で若手が活躍している。農家と飲

食店などが手を取り合い、さまざまな

取り組みを進める他、若手農家が新た

に農業経営士に認定されるなど、若手

が秦野の農業の未来を支えている。

直
売
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
す
る
浅
倉
さ
ん

農商両分野で活躍
秦野産の魅力伝える

が

ケ
ー
キ
に
た
っ
ぷ
り
湘
南
ゴ
ー
ル
ド

と
ほ
う
じ
茶

カ
フ
ェ
で
野
菜
直
売
来
店
者
と
農
家

の
懸
け
橋
に

経
営
士
に
認
定
さ
れ
た
宮
村
さ
ん

宮
村
さ
ん
が
農
業
経
営
士
に

パンの加工所設置
野菜使い親子協力

試作したパンを味見する桐生さん親子

洋菓子とかんきつと茶のコラボレーションが実現（左から
宮村さん、吉田さん、髙梨さん）

平
沢
の
―
都
築

つ

づ

き

秀
平

し
ゅ
う
へ
い

さ
ん(

38)

№451
平
沢
で
「
手
打
ち
そ
ば

良
庵
」
を
営
む
都
築
秀
平

さ
ん
。
東
京
都
日
野
市
で

生
ま
れ
育
ち
、

歳
で
秦

野
市
に
移
り
住
ん
だ
。
市

内
の
高
校
を
卒
業
後
、
工

場
で
働
き
な
が
ら
、
父
の

良
一
さ
ん
が
経
営
し
て
い

た
同
店
の
前
身
で
あ
る

「
大
村
庵
」
を
手
伝
い
、


歳
で
店
を
引
き
継
い

だ
。
当
時
は
手
打
ち
そ
ば

を
提
供
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
手
打
ち
そ
ば
店
が

多
い
市
内
で
今
後
も
営
業

し
て
い
け
る
よ
う
に
と
、

定
休
日
に
東
京
都
町
田
市

の
そ
ば
店
に
通
い
、
２
年

間
修
業
し
た
。
２
０
１
２

年
に
改
装
オ
ー
プ
ン
し
、

店
名
を
「
大
村
庵
」
か
ら

父
の
良
一
さ
ん
の
漢
字
を

取
っ
た
「
良
庵
」
に
変
え

て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。
現

在
は
、
母
の
絹
子
さ
ん
、

パ
ー
ト
従
業
員
含
め
６
人

で
経
営
し
て
い
る
。



お
薦
め
は
？

「
季
節
天
野
菜
せ
い

ろ
」
が
人
気
で
す
。
そ
ば

は
、
茨
城
県
や
北
海
道
な

ど
の
厳
選
し
た
ソ
バ
の
実

を
毎
朝
石
臼
で
ひ
い
て
い

ま
す
。
つ
ゆ
に
も
こ
だ
わ

り
、
か
つ
お
節
や
宗
田

節
、
さ
ば
節
を
ブ
レ
ン
ド

し
て
い
ま
す
。
香
り
を
引

き
立
た
せ
る
た
め
、
注
文

を
受
け
て
か
ら
削
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。



こ
だ
わ
り
は
？

料
理
の
味
だ
け
で
な
く

見
た
目
も
重
視
し
て
い
る

の
で
、
外
食
な
ら
で
は
の

特
別
感
を
味
わ
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
盛
り
付
け
る

器
や
皿
一
つ
一
つ
に
こ
だ

わ
っ
て
い
ま
す
。



趣
味
は
？

休
み
の
日
に
は
、
よ
く

釣
り
を
し
て
い
ま
す
。
特

に
海
釣
り
が
好
き
で
、
静

岡
県
沼
津
市
や
大
磯
町
な

ど
の
海
に
行
く
こ
と
が
多

い
で
す
。



今
後
は
？

お
客
さ
ん
に
「
食
べ
に

来
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
さ
ら

に
技
術
を
磨
き
、
お
い
し

い
料
理
を
提
供
し
て
い
き

た
い
で
す
。

盛り付けにもこだわり

表
彰
を
受
け
た
近
藤
さ
ん

職員にイチゴを手渡す農家㊨

苗木を植えるメンバーと地元農家ら

都
市
計
画
税
に
つ
い
て
意
見
を

交
換

資
産
運
用
部
会

都市計画税
の 軽 減 を
常勤理事と意見交換

農
福
連
携
に
つ
い
て
話
し
合
う

関
係
者

鳥
獣
対
策
で
農
家
表
彰

捕
獲
数
と
お
り
管
理
評
価

電
線
を
取
り
付
け
る
農
家

加
工
品
を
開
発
し
た
出
荷
者

３種類が新登場３種類が新登場 落
花
生
の
加
工
品
人
気

落
花
生
の
加
工
品
人
気

Ｊ
Ａ
役
職
員
が
率
先
購
入

観
光
イ
チ
ゴ
園
応
援

遊休農地に八重桜300本
ジョイント仕立て規模拡大

Ｊ Ａ は だ の 年(令和３年)月日(金曜日) （）第号 総　合（）
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丐
丐
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丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐

工
し
て
、
じ
ば
さ
ん
ず
な
ど

で
販
売
す
る
。

検
査
員
を
務
め
る
営
農
課

の
職
員
が
、
農
家
が
持
ち
寄

っ
た
大
豆
を
１
袋
ず
つ
開
封

し
て
チ
ェ
ッ
ク
。
粒
の
大
き

さ
や
色
つ
や
、
形
質
な
ど
を

確
認
し
、
等
級
を
付
け
た
。

今
年
は
種
を
ま
く
時
期
に
雨

が
続
き
、
播
種
（
は
し
ゅ
）

の
遅
れ
に
よ
る
影
響
が
心
配

さ
れ
た
が
、
品
質
の
良
い
大

豆
に
仕
上
が
っ
た
。

検
査
し
た
大
豆
の
多
く

は
、
県
在
来
種
で
甘
味
の
強

さ
が
特
徴
の｢

津
久
井
在
来｣

だ
。
生
産
者
は
、
み
そ
の
材

料
な
ど
と
し
て
使
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
加
工
前
の
大
豆

も
同
店
で
販
売
し
、
消
費
者

か
ら
人
気
を
集
め
て
い
る
。

シ
ー
ズ
ン
は
合
計
８
・
４
㌧

の
品
質
を
確
認
。
検
査
し
た

大
豆
は
、
農
家
や
業
者
が
み

そ
や
し
ょ
う
ゆ
、
豆
乳
に
加

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は

月


日
、
１
月

日
、
２
月

日

の
３
日
間
、
本
所
で
大
豆
の

農
産
物
検
査
を
行
っ
た
。
今

と
土
に
入
れ
る
こ
と
な
ど
を

部
員
に
呼
び
掛
け
た
。

小
林
允
部
長
は
「
講
習
会

を
通
じ
て
、
面
倒
で
省
略
し

て
し
ま
い
が
ち
な
操
作
の
重

要
性
を
再
確
認
で
き
た
。
部

員
に
は
今
後
も
安
全
第
一
で

作
業
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
た
。

農
業
機
械
メ
ー
カ
ー
の
社

員
が
、
農
作
業
事
故
の
発
生

原
因
や
年
齢
別
の
発
生
割
合

を
紹
介
し
た
後
、
ト
ラ
ク
タ

ー
や
管
理
機
、
刈
り
払
い
機

の
使
用
上
の
注
意
点
を
説

明
。
ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
転
中

に
、
万
が
一
転
倒
し
て
も
身

を
守
れ
る
よ
う
、
座
席
部
分

に
付
い
て
い
る
安
全
フ
レ
ー

ム
を
必
ず
起
こ
す
こ
と
や
、

硬
い
土
を
耕
す
時
は
管
理
機

の
ロ
ー
タ
リ
ー
を
ゆ
っ
く
り

や
さ
い
部
会
露
地
部
は
８

日
、
堀
西
の
畑
で
「
農
機
安

全
講
習
会
」
を
開
い
た
。
春

の
農
繁
期
に
向
け
て
、
農
業

機
械
の
適
切
な
使
用
方
法
を

確
認
し
、
事
故
を
防
ぐ
こ
と

が
目
的
。
部
員
ら

人
が
参

加
し
た
。

◇

除
は
、
播
種
前
に
薬
剤
を
土

壌
混
和
す
る
か
、
播
溝
に
施

用
し
ま
し
ょ
う
。
連
作
す
る

と
白
絹
病
が
発
生
し
や
す
い

の
で
、
圃
場
を
変
え
る
か
、

麦
類
・
野
菜
（
キ
ャ
ベ
ツ
、

ハ
ク
サ
イ
、
ダ
イ
コ
ン
）
と

輪
作
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
播
種

播
種
（
は
し
ゅ
）
は
５
月

中
旬
に
行
い
ま
す
。
栽
植
密

度
は
普
通
栽
培
で
、
あ
ぜ
幅


㌢
、
株
間

㌢
に
し
ま

す
。
マ
ル
チ
栽
培
の
ベ
ッ
ド

は
「
改
良
半
立
」
で
幅


㌢
、
株
間

㌢
、
「
郷
の

香
」
で
幅

㌢
、
株
間

㌢

を
基
準
と
し
ま
す
。
播
種
の

深
さ
は
、
３
～
４
㌢
と
し
ま

す
。
鳥
害
対
策
は
、
種
子
塗

布
用
の
忌
避
剤
の
使
用
や
、

不
織
布
を
ベ
タ
掛
け
す
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

（
木
村
）

は
、
ア
ル
カ
リ
性
肥
料
を
施

用
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
生
育
初
期
に
は
窒

素
が
必
要
に
な
る
の
で
、
土

壌
診
断
に
基
づ
い
て
元
肥
を

施
用
し
て
く
だ
さ
い
。
元
肥

の
目
安
は
、

㌃
当
た
り
、

窒
素
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
＝
２

・
４
、
５
・
６
、
８
・
０
㌔

で
す
。

堆
肥
を
施
用
す
る
場
合

は
、
播
種
の
１
カ
月
前
ま
で

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
未
熟

堆
肥
の
施
用
は
、
コ
ガ
ネ
ム

シ
類
の
幼
虫
被
害
を
増
加
さ

せ
る
の
で
、
完
熟
し
た
堆
肥

を
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。
土

壌
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
成
分
が

少
な
い
と
空
莢
が
増
え
る
の

で
、
元
肥
に
は
必
ず
石
灰
資

材
を
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
病
害
虫
の
防
除
に
つ
い

て
コ
ガ
ネ
ム
シ
類
の
幼
虫
防

か
つ
完
熟
し
た
２
粒
莢
で
、

白
く
て
若
干
黄
色
を
帯
び
、

適
度
な
「
く
び
れ
」
が
あ
る

も
の
で
す
。
莢
を
む
い
た
ら

６
㍉
目
の
ふ
る
い
に
か
け
ま

す
。
種
皮
が
赤
み
が
か
っ
て

光
沢
の
あ
る
も
の
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

㌃
当
た
り
、
む

き
実
で
４
～
５
㌔
を
用
意
し

ま
す
。
種
皮
が
む
け
た
も
の

は
病
気
に
か
か
り
や
す
い
の

で
、
取
り
除
い
て
く
だ
さ

い
。▼

栽
培
土
壌
に
つ
い
て

落
花
生
は
干
ば
つ
に
強
い

で
す
が
、
湿
害
を
受
け
や
す

い
た
め
、
水
は
け
が
良
い
圃

場
（
ほ
じ
ょ
う
）
を
選
び
ま

し
ょ
う
。
土
壌
の
水
素
イ
オ

ン
指
数
（
ｐ
Ｈ
）
が
低
い
場

合
は
、
石
灰
資
材
を
施
用
し

て
ｐ
Ｈ
５
～
６
に
調
整
し
て

く
だ
さ
い
。

土
壌
の
ｐ
Ｈ
が
高
い
場
合

落
花
生
の
播
種

▼
種
子
の
準
備
な
ど

２
～
３
月
に
莢
（
さ
や
）

を
む
い
て
種
子
を
用
意
し
ま

し
ょ
う
。
種
子
に
適
し
て
い

る
実
の
莢
は
、
網
目
が
明
確

修
了
証
を
配
布
し
た
。
受
講

者
が
各
支
所
な
ど
で
修
了
証

を
提
示
す
る
と
、
煙
火
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

や
、
火
を
付
け
た
ら
数
秒
お

き
に
３
発
打
ち
上
が
る
こ
と

な
ど
を
確
か
め
た
。

最
後
に
は
、
煙
火
５
本
と

て
必
ず
追
い
払
う
よ
う
に
呼

び
掛
け
た
。

参
加
者
は
、
屋
外
で
実
際

に
煙
火
を
使
っ
て
取
り
扱
い

方
法
を
確
認
。
け
が
を
し
な

い
よ
う
に
直
接
手
で
持
た
ず

ホ
ル
ダ
ー
を
使
用
す
る
こ
と

講
習
会
で
は
、
県
か
な
が

わ
鳥
獣
被
害
対
策
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
ら
が
、
動
物
を

追
い
払
う
こ
と
の
重
要
性
を

説
明
。
イ
ノ
シ
シ
や
鹿
、
熊

な
ど
を
見
か
け
た
際
は
人
間

に
近
寄
ら
せ
な
い
た
め
、
煙

火
や
ゴ
ム
散
弾
な
ど
を
使
っ

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
は
１
月

、

の
両

日
、
市
内
で
動
物
駆
逐
用
煙

火
の
取
り
扱
い
講
習
会
を
開

い
た
。
参
加
者
合
計

人

に
、
動
物
を
追
い
払
う
煙
火

の
安
全
な
使
用
方
法
な
ど
を

伝
え
た
。

ま
で
は
毎
年
同
じ
よ
う
に
剪

定
し
て
い
た
が
、
実
が
多
い

年
と
少
な
い
年
で
方
法
を
変

え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
今
後
も
教
わ
っ
た

こ
と
を
生
か
し
て
、
ミ
カ
ン

の
品
質
を
さ
ら
に
上
げ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

を
処
理
す
る
こ
と
な
ど
を
指

導
し
た
。

尾
澤
英
太
郎
部
長
は
「
今

下
し
や
す
い
た
め
、
枝
を
多

め
に
剪
定
す
る
こ
と
や
、
黒

点
病
の
原
因
と
な
る
枯
れ
枝

果
樹
部
会
柑
橘(

か
ん
き

つ)

部
は
９
日
南
矢
名
の
果

樹
園
で

温
州
ミ
カ
ン
の
剪

定(

せ
ん
て
い)

講
習
会
を
開

い
た
。
剪
定
技
術
を
向
上
さ

せ
、
良
質
な
ミ
カ
ン
を
生
産

す
る
こ
と
が
目
的
。
部
員
の

他
、
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

と
営
農
課
の
職
員
合
わ
せ
て


人
が
参
加
し
た
。

セ
ン
タ
ー
職
員
が
「
青
島

温
州
」
と
「
大
津
四
号
」
の

剪
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
。

結
実
が
多
い
年
は
樹
勢
が
低

ＪＡグリーンはだのは３月

６日（土）～日（日）除

草剤の割引キャンペーンを実

施します期間中は｢ラウンド

アップ｣や｢プリグロックス｣

などの人気商品を特別価格で

販売しますので、お得なこの

機会をぜひご利用ください。

お問い合わせはＪＡグリー

ンはだのまで。☎－7719

煙
火
の
使
用
は
安
全
に

追
い
払
い
方
法
を
確
認

減らそう農作業事故減らそう農作業事故
農業機械の適切な使用へ

安
全
第
一
手
順
を
再
確
認

良
質
な
ミ
カ
ン
作
ろ
う

技
術
向
上
へ
剪
定
講
習
会

大
豆
８･

４
㌧
を
検
査

加
工
品
や
手
作
り
み
そ
の
材
料
に
も

農
機
の
適
切
な
使
用
を
呼
び
掛
け
た
講
習
会

煙火の使用方法を確認する受講者

剪
定
の
箇
所
を
確
認
す
る
部
員
ら

除 草 剤 の 割 引
キャンペーン実施

ＪＡグリーンは農家を応援しますＪＡグリーンは農家を応援します
特
別
価
格
で
販
売
す
る
除

草
剤

大豆の品質を確認する検査
員㊧と農家

Ｊ Ａ は だ の第号 営　農 年(令和３年)月日(金曜日) （）
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儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
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儰
儰
儰
儰
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レ
ス
や
名
前
な
ど
の
必
要
事

項
を
入
力
す
る
だ
け
で
、
簡

単
に
登
録
で
き
ま
す
。

「
は
だ
の
農
業
満
喫
Ｃ
Ｌ

Ｕ
Ｂ
」
は
、
田
植
え
か
ら
稲

刈
り
ま
で
の
米
作
り
が
体
験

で
き
る
「
田
ん
ぼ
農
園
オ
ー

ナ
ー
」
の
他
、
タ
ケ
ノ
コ
や

新
タ
マ
ネ
ギ
の
収
穫
体
験
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

な
か
な
か
遠
く
に
出
掛
け

ら
れ
な
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、

農
業
体
験
を
通
じ
て
秦
野
の

魅
力
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
開
催
方
法
な
ど
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
は
だ

の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
。
☎

－
７
８
０
０

旬
の
農
産
物
の

収
穫
な
ど
を
体
験

満
喫
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

会
員
を
募
集

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
旬
の
農
産
物
の

収
穫
な
ど
が
体
験
で
き
る

「
は
だ
の
農
業
満
喫
Ｃ
Ｌ
Ｕ

Ｂ
」
の
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
登
録
は
無
料
で
、
会

員
に
は
３
、
８
月
の
年
２

回
、
セ
ン
タ
ー
が
開
催
す
る

観
光
農
業
の
情
報
を
メ
ー
ル

で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

登
録
方
法
は
、
携
帯
電
話

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
次
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ

て
、
メ
ー
ル
配
信
登
録
フ
ォ

ー
ム
に
ア

ク
セ
ス
し

ま
す
。
メ

ー
ル
ア
ド

用
）
３
万
６
０
７
０
円
（
税

込
み
）

◎
Ｂ
セ
ッ
ト
（
２
０
０
㍍

用
）
５
万
３
４
９
０
円
（
税

込
み
）

◎
Ｃ
セ
ッ
ト
（
４
０
０
㍍

用
）
８
万
８
３
３
０
円
（
税

込
み
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｊ
Ａ

グ
リ
ー
ン
は
だ
の
ま
で
。
☎


－
７
７
１
９

◇
助
成
制
度

◎
助
成
金
額

購
入
費
用

の
半
額
（
上
限
３
万
円
）

◎
助
成
回
数

Ｊ
Ａ
の
１

事
業
年
度
（
３
月
～
翌
年
２

月
）
当
た
り
１
世
帯
１
回
ま

で
◎
申
請
受
け
付
け

２
０

２
２
年
２
月
末
ま
で

◇
販
売
し
て
い
る
セ
ッ
ト

◎
Ａ
セ
ッ
ト
（
１
０
０
㍍

が
制
度
を
利
用
し
、
助
成
金

額
は
合
計
で
１
４
９
１
万
円

に
上
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
は
だ
の
は
、
電
牧
器

や
危
険
表
示
板
な
ど
を
単
品

で
販
売
す
る
他
、
必
要
な
資

材
が
そ
ろ
っ
た
セ
ッ
ト
も
販

売
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
電
気
柵

資
材
を
購
入
し
た
組
合
員
に

対
す
る
助
成
制
度
を
２
０
２

１
年
度
も
継
続
し
ま
す
。
こ

の
制
度
は
、
Ｊ
Ａ
の
営
農
経

済
改
革
の
一
環
で

年
に
始

ま
っ
た
も
の
で
す
。

年
１

月
末
ま
で
に
延
べ
６
９
６
人

（
渋
沢
）
林
ス
ミ
子(

堀
西)

小
室
堅
司
（
渋
沢
）
飯
田
久

江
（
春
日
町
）

▽
上
地
区
＝
守
屋
純
枝

（
柳
川
）
髙

公
江(

菖
蒲)

秋
山
重
夫
（
菖
蒲
）

※
自
己
申
告
で
す
の
で
、

該
当
の
方
は
誕
生
月
の
前
月

末
ま
で
に
各
支
所
・
支
店
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

長
寿
者
に
記
念
品
贈
呈

い
き
い
き
ラ
イ
フ
支
援
事
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
末
永
く
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。


歳(

米
寿)

▽
北
地
区
＝
三
嶽
シ
ス
エ

（
羽
根
）
松
浦
國
芳(

菩
提)


歳(

喜
寿)

▽
大
根
地
区
＝
須
藤
弘

（
南
矢
名)

佐
々
木
信
隆(

北

矢
名
）

▽
本
町
地
区
＝
三
川

次

（
曽
屋
）
中
田
邦
彦(

曽
屋)

渡
邉
冨
美
子
（
曽
屋
）

▽
東
地
区
＝
霜
田
文
子

（
西
田
原
）

▽
西
地
区
＝
稲
毛
君
枝

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

組
合
長
理
事
に

宮
永
均
氏
を
選
出

山
口
政
雄
組
合
長
の
死
去

に
伴
い
、
２

月

日
開
催

の
理
事
会
で

組
合
長
理
事

の
互
選
を
行
っ
た
。
後
任
の

組
合
長
理
事
に
宮
永
均
氏

（
写
真
）
を
選
出
し
、
同
日

就
任
し
た
。

正
に
つ
い
て

▽
貸
出
条
件
変
更
の
申
し

込
み
に
つ
い
て

つ
い
て

▽
総
代
選
挙
管
理
者
等
の

選
任
に
つ
い
て

▽
第

回
通
常
総
代
会
に

お
け
る
表
彰
・
感
謝
状
の
内

申
基
準
に
つ
い
て

▽
２
０
２
０
年
度
期
末
賞

与
の
支
給
に
つ
い
て

▽
就
業
規
則
の
改
正
に
つ

い
て▽

２
０
２
１
年
度
余
裕
金

運
用
方
針
に
つ
い
て

▽
２
０
２
１
年
度
借
入
金

の
最
高
限
度
額
の
設
定
に
つ

い
て▽

貸
出
金
基
準
金
利
の
改

本
方
針
に
つ
い
て

▽
２
０
２
１
年
度
内
部
統

制
整
備
取
組
計
画
に
つ
い
て

▽
２
０
２
０
年
度
決
算
方

針
（
案
）
に
つ
い
て

▽
職
制
規
程
の
改
正
に
つ

い
て▽

固
定
資
産
減
損
会
計
の

「
資
産
グ
ル
ー
プ
の
変
更
」

に
つ
い
て

▽
㈱
協
同
コ
ン
サ
ル
ト
は

だ
の
第

期
（
２
０
２
１
年

度
）
営
業
計
画
書
（
案
）
に

２
月

日
と

日
に
理
事

会
を
開
催
し
、
次
の
こ
と
を

審
議
し
ま
し
た
。

▽
組
合
長
理
事
の
選
任
に

つ
い
て

▽
代
表
理
事
の
選
任
に
つ

い
て▽

２
０
２
１
年
度
内
部
監

査
計
画
に
つ
い
て

▽
２
０
２
１
年
度
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て

▽
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基

〈
俳
句
〉
（
酒
井

敏
光

選
）

元
寇
の
浜
に
石
垣
実
朝
忌

志
賀

明
子
（
千

村
）

コ
ロ
ナ
禍
の
止
む
日
を
祈
る
梅
の
寺

芦
川

松
江
（
八

沢
）

実
朝
忌
金
塊
集
に
草
青
む

石
原

松
枝
（
渋

沢
）

折
々
の
塚
の
木
の
歌
実
朝
忌

柴
崎

和
子
（
渋

沢
）

鎌
倉
の
墓
参
り
な
り
実
朝
忌

高
橋

順
子
（
大
秦
町
）

八
百
世
経
し
碑
に
皹
の
入
る
実
朝
忌

柳
川
み
ち
子
（
栄

町
）

実
朝
忌
ど
れ
も
い
び
つ
で
闇
深
し

佐
藤
英
美
子
（
南
矢
名
）

一
葉
も
置
か
ぬ
銀
杏
や
実
朝
忌森

高

由
子
（
渋

沢
）

山
の
風
ぶ
つ
か
り
合
う
て
実
朝
忌

高
島
美
和
子
（
名
古
木
）

汐
ざ
ら
し
荒
磯
の
礁
や
実
朝
忌吉

田

清
美
（
渋

沢
）

実
朝
忌
黒
鉄
輝
る
ま
で
洗
ふ

菊
池
と
し
え
（
菩

提
）

山
河
疾
く
ス
マ
ホ
に
拓
け
実
朝
忌

選
者

〈
短
歌
〉
（
久
保
寺

富
男

選
）

大
根
の
産
地
は
安
値
と
聞
く
こ
の
冬

我
が
家
の
軒
先
切
干
し
並
ぶ

伊
東

久
（
渋

沢
）

評

暖
冬
で
豊
作
貧
乏
と
ぞ
、
市
場
経
済
は
需
給

次
第
。
金
に
頼
れ
ば
こ
の
始
末
。
も
の
で
暮

ら
せ
ば
豊
作
貧
乏
は
な
い
と
い
う
が
は
て
さ

て
、
二
宮
金
次
郎
の
時
代
に
は
戻
れ
ま
い
。

被
爆
者
の
平
和
の
願
い
核
禁
止

条
約
な
り
て
一
歩
を
踏
み
出
す細

田

富
士
（
千

村
）

あ
ら
か
た
は
中
高
年
の
患
者
な
り

整
形
外
科
の
待
合
に
わ
が
身
も今

井

か
め
（
羽

根
）

病
院
の
玄
関
に
検
温
の
看
護
師
に

笑
み
の
こ
ぼ
る
る
幼
子
の
来
れ
ば

八
木

実
（
鶴
巻
北
）

小
笠
原
の
海
の
静
け
し
沖
は
る
か

朽
ち
た
る
廃
船
の
波
に
洗
わ
る石

田
こ
ず
ゑ
（
水
神
町
）

と
の
く
も
る
空
よ
り
春
の
降
り
つ
み
て

冬
木
の
疎
林
の
こ
ぬ
れ
明
る
む

選
者

※
選
者
に
よ
る
添
削
あ
り

■材料（個分）■

Ａ（蒸しパンミック

ス200㌘、米粉250㌘、

卵１個牛乳250砂

糖大さじ１)水300

小豆あん500㌘サラダ

油大さじ１

〈作り方〉

①Ａと水240をよく混ぜ合わせる。滑らかに

なったら、残りの水を少しずつ足して混

ぜる。

②小豆あんは等分にして丸め、押しつぶして

おく。

③型付きの鉄板を弱火で熱し、油をなじませ

る。

④①の生地を型の半分ほど流し、②のあんを乗

せて再び生地を流し込む。

⑤周りにプツプツと穴ができ始めたら縁に串を

刺し、ひっくり返して形を整える。

⑥２～３分焼いて生地に焼き色が付いたら完

成。

〈ひとことアドバイス〉

焼きびんは、下大槻地区の夏まつりで作られ

ている伝統的なお菓子です。鉄板は、大判焼き

用の６穴型鉄板を使用しました。落花生やサツ

マイモのあんを入れてもおいしくできます。

大根支部 高橋
た か は し

時子
と き こ

さん

税務相談日 ３月９日（火）
午前９時分～

法務相談日 ３月日（金）
午後１時分～

場所 本町支所
予約制ですので、事前にお電話にてご予約をお願い
します。受け付け順に相談時間が決まります。

受け付け・ご予約は㈱協同コンサルトはだの

☎－

電
気
柵
資
材
購
入
の
助
成
21
年
度
継
続

上
限
３
万
円

Ｊ Ａ は だ の 地域･情報 第号（） 年(令和３年)月日(金曜日)
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仄
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁
仂
什
仁

載
さ
れ
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン

の
活
用
記
事
や
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
関
連

特
設
サ
イ
ト
「
家
活
」
に
つ

い
て
も
紹
介
し
、
お
う
ち
時

間
を
有
効
活
用
し
て
も
ら
う

よ
う
呼
び
掛
け
た
。

部
員
は
、
操
作
方
法
を
教

わ
っ
た
後
、
実
際
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
「
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
」
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や

画
像
の
送
信
を
行
っ
た
他
、

「
友
だ
ち
追
加
」
し
た
部
員

同
士
で
グ
ル
ー
プ
を
作
成
し

た
。

大根支部

ス
マ
ホ
教
室

大
根
支
部
は
１
月


日
、
大
根
支
所
で

ス
マ
ホ
教
室
を
開
い

た
。
午
前
と
午
後
の

２
回
に
分
け
て
開
催
し
、


人
が
参
加
し
た
。

（
一
社
）
家
の
光
協
会
の

橋
本
智
也
局
次
長
が
講
師
を

務
め
た
。
橋
本
局
次
長
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
や

操
作
方
法
な
ど
を
詳
し
く
掲

載
し
た
資
料
を
使
い
、
モ
バ

イ
ル
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ア
プ

リ｢

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ｣

の
基
本
操
作

を
分
か
り
や
す
く
説
明
し

た


家
の
光


月
号
に
掲

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

っ
て
い
る
活
動
の
一
つ
。

参
加
し
た
部
員
の
一
人
は

「
お
い
し
い
シ
イ
タ
ケ
が
取

れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
管
理

し
て
い
き
た
い
。
収
穫
す
る

の
が
楽
し
み
」
と
話
し
た
。

イ
タ
ケ
菌
の
種
駒
を
打
ち
込

ん
だ
。
完
成
し
た
ほ
だ
木
は

各
自
家
に
持
ち
帰
り
、
シ
イ

タ
ケ
菌
が
活
着
す
る
よ
う
に

湿
度
や
温
度
を
管
理

し
て
い
く
。
シ
イ
タ

ケ
は
１
年
か
ら
１
年

半
ほ
ど
で
収
穫
で
き

る
。シ

イ
タ
ケ
の
ほ
だ

木
作
り
は
２
０
０
３

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

手
軽
に
シ
イ
タ
ケ
を

栽
培
で
き
る
こ
と
か

ら
、
毎
年
恒
例
と
な

の
ほ
だ
木
を
完
成
さ
せ
た


部
員
は
、
コ
ナ
ラ
の
原
木

に
電
動
ド
リ
ル
で
穴
を

～


カ
所
開
け
、
木
づ
ち
で
シ

南
支
部
と
北
支
部
は
９

日
上
支
部
は

日
に
各
支

所
で
シ
イ
タ
ケ
の
ほ
だ
木
を

作
っ
た

３
支
部
合
わ
せ
て


人
の
部
員
が

１
８
５
本

参
考
に
、
お
う
ち
時
間
で
作

っ
て
も
ら
え
ば｣

と
話
し
た


い
き
た
い
。
料
理
が
得
意
な

部
員
が
考
案
し
た
レ
シ
ピ
を

た
。Ｊ

Ａ
は
「
部
員
が
活
躍
で

き
る
場
を
今
後
も
増
や
し
て

員
の
一
人
で
あ
る
合
田
久
美

子
さ
ん
と
Ｊ
Ａ
職
員
が
、
対

面
販
売
で
調
理
の
見
本
と
し

て
並
べ
る
４
種
類
の
料
理
を

試
作
。
材
料
の
分
量
や
ゆ
で

る
時
間
な
ど
を
確
認
し
な
が

ら
、
ポ
タ
ー
ジ
ュ
の
ア
レ
ン

ジ
料
理
を
仕
上
げ
た
。

日

に
は
じ
ば
さ
ん
ず
の
店
頭
に

完
成
し
た
料
理
を
並
べ
、
来

店
者
に
レ
シ
ピ
を
配
り
な
が

ら
ポ
タ
ー
ジ
ュ
を
販
売
し

間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
料

理
教
室
な
ど
を
開
い
て
い
た

が
、
昨
年
か
ら
料
理
に
関
す

る
活
動
は
ほ
と
ん
ど
中
止
。

料
理
が
得
意
な
部
員
が
力
を

発
揮
で
き
る
場
が
減
っ
て
い

た
た
め
、
Ｊ
Ａ
の
依
頼
に
応

え
、
支
部
会
で
部
員
に
レ
シ

ピ
の
考
案
を
呼
び
掛
け
た
。

集
ま
っ
た
レ

シ
ピ
は
、
パ
ス

タ
や
ソ
ー
セ
ー

ジ
の
ポ
タ
ー
ジ

ュ
煮
の
他
、
ホ

ッ
ト
ケ
ー
キ
や

ゼ
リ
ー
な
ど
。

主
食
か
ら
デ
ザ

ー
ト
ま
で
幅
広

い
レ
シ
ピ
が
そ

ろ
っ
た
。

日

に
は
、
レ
シ
ピ

を
考
案
し
た
部

ン
ジ
料
理
を
展
示
し
、
レ
シ

ピ
を
配
布
し
て
販
売
促
進
に

つ
な
げ
る
こ
と
に
し
た
。

女
性
部
は
こ
れ
ま
で
、
年

い
た
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
Ｐ
Ｒ
方
法
を
変
更
。
部

員
に
協
力
を
依
頼
し
て
ア
レ

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
地
場
産

の
ニ
ン
ジ
ン
を
加
工
し
た

「
ア
ロ
マ
レ
ッ
ド
の
に
ん
じ

ん
ポ
タ
ー
ジ
ュ
」
の
ア
レ
ン

ジ
レ
シ
ピ
を
女
性
部
員
か
ら

募
集
し
た
。
ポ
タ
ー
ジ
ュ
の

Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
る
と
と
も

に
、
部
員
の
活
躍
で
き
る
場

を
増
や
そ
う
と
企
画
。
集
ま

っ
た
レ
シ
ピ
の
中
か
ら
４
種

類
を
選
び
、
じ
ば
さ
ん
ず
で

多
く
の
来
店
者
に
配
布
し

た
。募

集
の
き
っ
か
け
は
、
今

シ
ー
ズ
ン
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
の

販
売
が
始
ま
っ
た
こ
と
。
Ｊ

Ａ
は
毎
年
試
飲
会
を
開
い
て

に
仕
上
げ
た
。
０
ポ
イ
ン
ト
、
１
～

９
ポ
イ
ン
ト
、

ポ
イ
ン
ト
以
上
の

３
段
階
に
分
け
て
部
員
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
。

同
制
度
は
、
部
員
に
ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
を
発
行
し
、
参
加
し
た
活
動
の

内
容
に
応
じ
て
１
～
３
個
の
ス
タ
ン

プ
を
押
す
。
部
の
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
新
し

い
支
部
活
動
な
ど
を
企
画
す
る
き
っ

か
け
に
す
る
た
め
、
昨
年
６
月
に
導

入
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
一

人
、
桐
山
容
子
さ
ん
は
「
ポ
イ
ン
ト

を
た
め
て
グ
ッ
ズ
を
集
め
た
い
と
思

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
毎
年
違
う

景
品
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
女
性
部

活
動
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
に
も
な

れ
ば
」
と
話
し
た
。

景
品
は
、
タ
ン
ブ
ラ
ー
と
ト
ー
ト

バ
ッ
グ
、
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の

３
種
類
。
普
段
の
生
活
で
使
い
や
す

い
も
の
を
作
っ
た
。
グ
ッ
ズ
に
は
、

Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
や
え
の
ち
ゃ
ん
」
「
ぴ
ー
な
マ

ン
」
の
イ
ラ
ス
ト
と
女
性
部
の
ロ
ゴ

を
プ
リ
ン
ト
し
、
か
わ
い
ら
し
く
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
グ
ッ
ズ

女
性
部
は
、
今
年
度
初
め
て
導
入

し
た
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
制
度
の
景
品

を
製
作
し
た
。
昨
年
３
月
か
ら
２
月

ま
で
の
１
年
間
で
た
ま
っ
た
ポ
イ
ン

ト
数
に
応
じ
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
も

の
。
同
制
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
ポ
イ
ン
ト
数
を
集
計
し
、
３
月

上
旬
に
各
支
所
で
行
う
支
部
会
で
配

布
す
る
予
定
だ
。◇

４日（木） 13：30～新本部役員候補者研修会
９日（火） ９：00～女性部総会打ち合わせ

〃 10：30～本部役員会
日（木） ：～平塚・厚木地区女性組織協議会

会議
12日（金） ９：30～支部役員会（大根・本町・西）

〃 13：30～支部役員会（東・上）
15日（月） ９：30～支部役員会（南）

〃 13：30～支部役員会（北）
日（火） ９：～目的別趣味グループ代表者会議
25日（木） 14：00～第53回女性部総会
29日（月） 10：00～歩こう会代表者会議
※新型コロナウイルス感染症の影響により、予定が変
更になる場合があります。お問い合わせは、生活福祉
課まで。☎－7661

３月の女性部行事予定表３月の女性部行事予定表

私
た
ち
の
班
は
、
６
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

支
部
活
動
を
は
じ
め
、
女
性
部
運
動
会
、
農
業
ま

つ
り
な
ど
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
交
流
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

活
動
の
中
で
も
、
一
泊
旅
行
は
羽
目
を
外
す
ほ
ど

楽
し
み
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
る
の
で
、
翌
日
か
ら
新
鮮
な
気
持
ち
で
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
女
性
部
の
共
同
購
入
が
パ

ル
シ
ス
テ
ム
に
移
行
に
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
た
ち
の

班
で
は
全
員
が
パ
ル
シ
ス
テ
ム
の
組
合
員
に
加
入

し
、
利
用
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
思
う

よ
う
に
活
動
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
み

ん
な
で
楽
し
く
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

上支部
久所班 班長

和田
わ だ

初音
は つ ね

さん

た
ま
っ
た
数
に
応
じ
て
進
呈

た
ま
っ
た
数
に
応
じ
て
進
呈

タンブラー
など３種類 使いやすさ重視

に
ん
じ
ん
ポ
タ
ー
ジ
ュ
を
ア
レ
ン
ジ

部
員
が
レ
シ
ピ
考
案

シ
イ
タ
ケ
ほ
だ
木
作
り

毎

年

恒

例

人
気
の
活
動

橋本氏㊧のサポートで操作する部員

ポ
イ
ン
ト
景
品 オリジナルグッズ製作オリジナルグッズ製作

普
段
使
い
で
き
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

種駒を打ち込む部員

等
間
隔
に
穴
を
開
け
た

レ
シ
ピ
を
参
考
に
ポ
タ
ー
ジ
ュ
を
ア
レ
ン
ジ

Ｊ Ａ は だ の 女性部 第号（） 年(令和３年)月日(金曜日)
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儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

活
環
境
課
☎

－
６
０
３

７
、
ま
た
は
市
消
防
署
消
防

管
理
課
☎

－
７
９
９
１
ま

で
。生

産
緑
地
地
区
の
取
得

あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て

生
産
緑
地
法
第

条
に
基

づ
き
、
秦
野
市
か
ら
次
の
土

地
に
つ
い
て
生
産
緑
地
の
あ

っ
せ
ん
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。◎

場
所

堀
山
下
５
０
９

番
２◎

地
目

畑

◎
面
積

８
８
５
平
方
㍍

農
業
に
従
事
さ
れ
る
方

で
、
生
産
緑
地
と
し
て
取
得

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
農

業
委
員
会
事
務
局
農
地
利
用

担
当
へ
ご
連
絡
を
。
☎

－

９
６
５
４

野
焼
き
を
行
う
際
は
、
マ
ル

チ
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

取
り
除
き
、
煙
な
ど
に
よ
る

周
囲
の
生
活
環
境
へ
の
影
響

が
な
い
よ
う
に
、
乾
燥
さ
せ

て
か
ら
少
量
ず
つ
焼
却
し
て

く
だ
さ
い
。
風
向
き
、
時
間

帯
な
ど
の
配
慮
を
お
願
い
し

ま
す
。

野
焼
き
は
「
秦
野
市
火
災

予
防
条
例
」
第

条
の
規
定

に
該
当
す
る
た
め
、
３
日
前

ま
で
に
、
最
寄
り
の
消
防
署

ま
た
は
分
署
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

野
焼
き
に
よ
る
火
災
を
防

止
す
る
た
め
、
消
火
用
具
を

用
意
す
る
と
と
も
に
、
火
が

つ
い
て
い
る
間
は
目
を
離
さ

ず
、
終
了
後
は
確
実
な
消
火

を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
生

て
い
ま
す
。
組
合
員
の
営
農

と
生
活
を
守
る
た
め
、
農
業

労
働
災
害
保
険
の
加
入
促
進

運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
運
動
期
間

３
月

日

（
月
）
ま
で

◎
補
償
期
間

４
月
１
日

か
ら
翌
年
３
月

日
ま
で
の

１
年
間

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し

込
み
は
、
各
支
所
・
支
店
ま

た
は
、
は
だ
の
都
市
農
業
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で
。
☎

－

７
８
０
０

野
焼
き
の
際
は

配
慮･

注
意
を

屋
外
で
の
焼
却(

野
焼
き)

は｢

神
奈
川
県
生
活
環
境
の

保
全
等
に
関
す
る
条
例｣

で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す


た
だ
し
、
農
林
業
者
に
つ

い
て
は
、
自
己
の
農
業
・
林

業
の
作
業
に
伴
っ
て
行
う
焼

却
で
、
軽
微
な
も
の
に
限

り
、
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

や
む
を
得
ず
農
地
な
ど
で

農
作
業
の
省
力
化
を
図
る
た

め
、
農
家
の
協
力
で
ト
ラ
ク

タ
ー
耕
う
ん
の
委
託
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
農
繁
期
に

向
け
て
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◎
料
金


㌃
当
た
り
、

１
回
１
万
円
。
２
回
の
場
合

は
１
万
５
０
０
０
円
。
※
耕

地
の
地
形
に
よ
っ
て
割
増
料

金
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。◎

注
意
事
項

耕
う
ん
は

通
常
の
耕
地
（
畑
・
水
田
）

に
限
り
ま
す
。
作
業
に
適
さ

な
い
圃
場
（
ほ
じ
ょ
う
）
は

耕
う
ん
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
作
業
中
に
機
械
が

破
損
し
た
場
合
は
、
耕
う
ん

料
金
と
は
別
に
修
理
代
の
実

費
が
か
か
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
は
だ

の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
。
☎

－
７
８
０
０

農
業
労
災
に
加
入
を

市
内
で
は
今
年
度
、
７
件

の
農
業
労
災
事
故
が
発
生
し

◎
業
務
内
容

レ
ジ
お
よ

び
品
出
し
な
ど

◎
時
給

１
０
１
５
円

◎
時
間

午
後
４
時
～
午

後
８
時

分

※
シ
フ
ト
制

◎
待
遇

社
会
保
険
完
備

・
交
通
費
規
定
支
給
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
は
、
じ
ば

さ
ん
ず
ま
で
。
☎

－
７
７

０
７さ

わ
や
か
農
園

利
用
者
募
集

Ｊ
Ａ
は
だ
の
が
荒
廃
農
地

対
策
の
一
環
と
し
て
設
け
て

い
る
市
民
農
園
「
さ
わ
や
か

農
園
」
に
つ
い
て
、
南
支
所

管
内
の
農
園
で
利
用
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
区
画
が
埋

ま
り
次
第
終
了
と
な
り
ま

す
。お

問
い
合
わ
せ
は
、
南
支

所
ま
で
。
☎

－
０
２
６
８

ト
ラ
ク
タ
ー
耕
う
ん

プ

ロ

に

お

任

せ

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
農
地
の

有
効
活
用
や
荒
廃
地
解
消
、

◎
待
遇

社
会
保
険
完
備

・
交
通
費
規
定
支
給
・
車
通

勤
可
な
ど

◇
特
産
セ
ン
タ
ー
渋
沢
店

◎
日
時

３
月

日(

木)

午
前

時
～
午
後
４
時

相
談
の
お
申
し
込
み
・
お

問
い
合
わ
せ
は
、
生
活
福
祉

課
ま
で
。
☎

－
７
６
６
１

じ
ば
さ
ん
ず･

特
産
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ
募
集

じ
ば
さ
ん
ず
と
特
産
セ
ン

タ
ー
渋
沢
店
は
、
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
働
き
や
す

い
職
場
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◇
じ
ば
さ
ん
ず

◎
業
務
内
容

レ
ジ
お
よ

び
品
出
し
な
ど

◎
時
給

１
０
２
５
円

◎
時
間

午
前
８
時

分

～
午
後
７
時

※
時
間
内
で

シ
フ
ト
制

セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で

安

心

の

ご

葬

儀

Ｊ
Ａ
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

は
だ
の
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
施
設
で
「
密
」
を
避
け
た

家
族
葬
に
も
対
応
し
て
い
ま

す
。
受
け
付
け
は

時
間
対

応
で
、
病
院
へ
の
お
迎
え
か

ら
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｊ
Ａ

セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
だ
の

ま
で
。
☎

－
２
７
２
７

加
工
品
の
相
談

を
受
け
付
け

農
産
加
工
品
に
つ
い
て
、

県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
Ｊ

Ａ
の
職
員
が
市
内
を
巡
回

し
、
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
経
済

課
ま
で
。
☎

－
７
７
１
７

２
月

日(

日)

の

営
業
時
間
に
つ
い
て

２
月

日
（
日
）
は
棚
卸

し
の
た
め
、
次
の
店
舗
で
営

業
時
間
を
変
更
し
ま
す
。

◎
特
産
セ
ン
タ
ー
渋
沢
店

午
前
９
時
～
午
後
３
時

◎
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
だ
の

午
前
７
時

分
～
午
後
３

時
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

神
奈
川
石
油
で
の
購
買

カ
ー
ド
利
用
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
は
だ
の
指
定
給
油
所

で
あ
る
㈱
神
奈
川
石
油
で

は
、
出
光
興
産
と
昭
和
シ
ェ

ル
石
油
の
合
併
に
よ
る
経
営

体
制
の
変
更
の
た
め
、
３
月


日
（
水
）
を
も
っ
て
「
Ｊ

Ａ
は
だ
の
組
合
員
購
買
カ
ー

ド
」
が
利
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
各
給
油
所
で

は
、
引
き
続
き
購
買
カ
ー
ド

が
利
用
で
き
ま
す
。
ご
不
便

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
組
合

員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お

南
小
学
校
２
年
生
の
辻
桃
花
ち
ゃ
ん
は
、
平
沢

の
体
験
型
農
園
「
名
水
湧
く
湧
く
（
わ
く
わ
く
）

農
園
」
で
、
園
主
や
利
用
者
か
ら
〝
虫
博
士
〟
と

呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

桃
花
ち
ゃ
ん
は
、
虫
を
紹
介
す
る
テ
レ
ビ
番
組

を
見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
虫
に
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
。
昨
年
４
月
か
ら
は
、
父
の
浩
亘

さ
ん
と
一
緒
に
農
園
で
野
菜
を
栽
培
。
葉
や
実
が

虫
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
畑
で
見

つ
け
た
虫
を
詳
し
く
調
べ
て
い
る
。

農
園
で
は
、
虫
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
利
用
者
が

い
た
こ
と
か
ら
、
手
書
き
で
張
り
紙
を
作
成
。
ヨ

ト
ウ
ム
シ
や
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
特
徴
や
、

潜
ん
で
い
る
場
所
を
解
説
し
て
い
る
。

桃
花
ち
ゃ
ん
は
「
畑
で
よ
く
見
る
虫
の
こ
と
を

調
べ
て
書
い
た
。
こ
れ
か
ら
他
の
虫
の
こ
と
も
た

く
さ
ん
調
べ
て
み
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

生産品目
ミニ白菜やミ

ニキャベツなど

年間を通じて約20種類

定番の野菜の他、珍しくて

おいしい

野菜を栽

培するた

め、日々

栽培技術

を磨いて

います。

この時期

に出荷し

ている芽

キャベツ

は、茎ご

と販売し

ています。実は手で簡単にも

ぎとれるので、子どもにも人

気です。おいしく食べてもら

えるようレシピも付けていま

す。ぜひ参考にしてみてくだ

さい。

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

新型コロナウイルス感染症対

策のため、入店の際はマスクの

着用と手指の消毒をお願いしま

す。

【３月のイベント】

☆「産地商品の特売｣２日(火)

日(火)日(火)

産地間提携を結ぶＪＡの農産

物や加工品などを特別価格で

販売します。

☆「旬の果物・野菜フェア」６

日(土)７日(日)日(土)

日(日)

秦野産の旬の果物や野菜にス

ポットを当てて販売します

☆「お彼岸フェア」16日（火）

～21日（日）

秦野産の切り花や、出荷者手

作りの加工品などを豊富にご

用意します。

☆｢お茶フェア｣日(土)日

(日)、日（土)日(日)

生産者が丹精して育てた秦野

産の茶を販売します。

☆「たまごの日」毎週月、金曜

日

店頭価格から％引き。「み

くるべたまご」は除く。

☆「お米の日」毎週水曜日

店頭価格から％引き。

☆「肉の日」毎週木曜日と日

店頭価格から５％引き。

◎３月９日（火)は定休日です

※感染症の影響により、試食

イベントは休止しています。他

のイベントも変更になることが

ありますのでご了承ください

名古木の 佐野
さ の

浩司
こ う じ



農園で人気のかわいい虫博士
今泉の辻桃花ちゃん

農
園
で
親
し
ま
れ
る
虫
博
士
の
桃
花
ち
ゃ
ん

Ｊ Ａ は だ の第号 地域･情報 年(令和３年)月日(金曜日) （）
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